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第３章 全体構想 

１．土地利用・拠点地区形成の方針 

○土地利用・拠点地区形成の基本方針 

小城市は、北部に天山山系の山々が連なり、中央部には広大で肥沃な佐賀平

野が広がり、南は日本一の干潟を有する有明海に面しています。市街地はＪＲ

小城駅北周辺とＪＲ牛津駅周辺、主要な幹線道路沿道などにまとまって形成さ

れており、また広大な平野部には、集落が点在しています。 

本市は、小城地区に小城都市計画区域、牛津地区に牛津都市計画区域という

共に用途地域を持たない２つの都市計画区域が指定されており、三日月地区及

び芦刈地区のエリアは、現時点で都市計画区域外となっています。 

我が国では、市街地が拡大する都市化社会の時代から、安定・成熟した都市

型社会への移行が進み、さらに人口減少・少子超高齢化の時代を迎えて、集約

型都市構造への転換が求められており、本市においても、市街地の拡散防止に

よる集約化と、既成市街地の活性化が課題となっています。 

小城市全体のバランスの取れた発展と然るべき保全を可能とするために、２

つの都市計画区域の一体化及び市域全体への拡大を視野に入れながら、以下の

方針に基づいて、将来都市像の実現を目指します。 

 

● 拠点地区の充実及び連携・ネットワーク型のまちの形成 

環境負荷の抑制や効率的な社会資本投資を可能とするために、中心拠点、

地域拠点、三日月拠点、芦刈拠点に生活に必要な都市の機能が集積し、充

実した拠点地区の形成や市街地の拡散防止による集約化を図ります。また、

農林漁業集落地の生活環境の保全と地域コミュニティの活力維持に努め

ながら、各拠点地区が相互連携・補完するネットワーク型のまちの形成を

図ります。 

 

● 適正な土地利用の誘導による暮らしやすいまちの形成 

都市計画区域の一体化・拡大と併せて用途地域の指定も検討し、住・商・

工の用途の適正な配置による土地利用の誘導を図り、住みやすい住環境や

活力ある産業の発展など、暮らしやすいまちの形成を目指します。 

 

● 豊かな田園環境・自然環境の保全と活用 

本市が有する広大な農地と田園環境、北部の山地・丘陵地、祇園川や晴

気川、牛津川などの水と緑、有明海の干潟などの豊かな自然環境は、良好

な都市環境を形成する要素であることはもとより、重要な産業基盤でもあ

ることから、これらを保全するとともに、レクリエーションや観光資源と
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しての活用を図ります。 

 

（１）土地利用類型と配置方針 

①商業・業務地 

・ 本市の中心的な商業・業務施設が集積している JR 小城駅から小城

市役所小城庁舎周辺にかけてのエリアについては、幹線街路の整備

と併せて、市民生活を支え且つ観光と連携した商業・業務機能の活

性化を図ります。 

・ JR 牛津駅周辺の商業・業務施設が集積しているエリアについては、

地域住民の生活を支え、にぎわいのある商業・業務機能の活性化を

図ります。 

・ JR 小城駅北周辺及び JR 牛津駅周辺の市街地にある国道等の沿道

については、幹線道路の機能を活かした利便性の高い商業・業務施

設の集積を図ります。 

 

②住宅・サービス施設等共存地 

・ JR 小城駅北側及び JR 牛津駅周辺の市街地にあって、住宅と店舗、

学校、サービス施設等が混在しているエリアについては、中低層住

宅の立地環境を保全しつつ、それぞれの施設の共存による利便性の

高い市街地形成を図ります。 

・ 三日月庁舎周辺及び芦刈庁舎周辺については、地域の生活を支える

利便施設や、交流を促進する施設等の集積を図るとともに、定住人

口を維持するための住宅の建設を誘導します。 

・ その他、主として住宅地として利用されている市街地内の幹線道路

沿道にあって、積極的に商業・業務機能の立地促進を図る必要はな

いエリアについては、中低層住宅とともに沿道型の生活サービス施

設の立地共存を図ります。 

 

③住宅市街地 

・ JR 小城駅北周辺及び JR 牛津駅周辺の市街地に形成されている低

層住宅地については、専用住宅を基本とする良好な住環境の維持・

保全を図ります。 

・ JR 小城駅南側及び JR 牛津駅南側については、公共交通の利便性

を活かし、新たな街なか居住を促進するための良好な低層住宅の誘

導を図ります。 

 

④産業・研究施設地 

・ 既存の牛津工業団地については、工業生産を支える環境を維持する

とともに、用地の拡張について検討します。 
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・ 工業団地適地選定調査による選定地区については、広域交通の利便

性を活かした新たな産業・研究施設地として整備を推進します。 

・ 市街地にある大規模な工場については、機能維持と周辺環境との共

存、若しくは新たな産業・研究施設地への移転など住工混在の防

止・解消を図ります。 

 

⑤．農地・集落共存地 

・ 優良な農地については、農業振興や貴重な食料を生産する産業基盤

として、また都市の良好な景観を形成する貴重な資源として、保全

を図ります。 

・ 農村・漁村の集落地については、集落環境の維持・保全にふさわし

くない用途の建築物の立地制限などを、住民とともに検討していき

ます。 

・ 幹線道路の沿道周辺等にあって、住宅などの開発が進行しているエ

リアについては、無秩序な市街化の拡大を防止する方策を検討しま

す。 

・ 幹線道路の整備等に伴い、地域振興のための土地活用が求められる

地域については、地域の実情に応じて田園環境と調和した計画的な

土地利用の規制・誘導を図ります。 

 

⑥．山地・丘陵地 

・ 市北部に広がる天山山系の山地・丘陵地については、豊かな自然環

境を保全するとともに、自然とふれあうレクリエーションゾーンと

しての活用を図ります。 

・ 市西部にある丘陵地については、身近に接することができる緑とし

て、また都市の風致を形成する緑として保全を図ります。 

・ 中山間地において、後継者の不足等により荒廃化・遊休地化が見ら

れる山林や樹林地等については、適切な維持管理若しくは自然の山

に帰す方策を検討していきます。 

 

（２）拠点地区形成の方針 

① 中心拠点の形成と中心市街地の活性化 

・ JR 小城駅周辺から小城公園～市役所小城庁舎周辺に至る地区につ

いては、本市の中心を成す拠点として、医療・福祉・文化施設など

公共・公益施設の適正な更新による機能充実、商業・業務施設など

の都市機能の集積を図ります。 

・ 中心拠点から上町に至るエリアは、本市の中心市街地として位置づ

けられることから、都市機能の集積に加えて、地域特性をふまえた

既存商店街の再構築、住環境の向上による定住人口の確保、魅力的
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な街並み形成等による観光集客力の向上などの活性化を図ります。 

・ 県道小城牛津線の歩道整備などの改良を促進し、商業事業者や住民

とともに街並み景観づくりを推進します。 

・ 酒蔵や町屋などの歴史的建造物の保存・修復と活用を図るとともに、

水路や樹木など歴史とうるおいを感じさせる地域の資源を活かし

た街並み整備を図ります。 

・ JR 小城駅南については、駅へのアクセス性及び利便性を高め、さ

らに計画的な住宅地開発の誘導による定住人口の確保を図ります。 

・ 羊羹や清酒、鯉など、地域の特産品と連携したまちのイメージづく

りを、事業者とともに推進します。 

 

② 地域拠点の形成と活性化 

・ JR 牛津駅周辺については、地域住民の日常生活を支える拠点とし

て、商業施設や文化施設、医療・福祉施設などの集積と充実を図り

ます。 

・ 赤れんが館や牛津会館などの歴史的な建造物を保存するとともに、

それらと調和した風格と落ち着きのある街並み形成を図ります。 

・ JR 牛津駅南については、駅へのアクセス性及び利便性を高め、さ

らに計画的な住宅地開発の誘導による定住人口の増加を図ります。 

 

③ 三日月拠点の形成 

・ 三日月庁舎周辺については、三日月地区の拠点として、文化施設や

交流施設等を充実します。 

・ 既存の交流施設の維持と利活用を図るとともに、本庁舎の設置とそ

れに伴う生活利便施設の集積、居住エリアの創出等による拠点形成

を図ります。 

 

④ 芦刈拠点の形成 

・ 芦刈庁舎周辺については、芦刈地区の拠点として、定住人口の増加、

交流人口の増加等を目指し、住宅や交流施設、物販所等の集積を図

るとともに、有明海沿岸道路の整備や県立病院の移転等をふまえた

地区特性にふさわしい施設の立地誘導による拠点形成を図ります。 
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⑤ 産業拠点の形成 

・ 牛津工業団地については、既存の工業機能を維持するとともに、周

辺環境に配慮しながら、用地の拡張など機能強化を図ります。 

・ 工業団地適地選定調査による選定地区については、広域交通の利便

性を活かした新たな産業・研究施設地として整備を推進します。 

 

 

（３）宅地開発の適正な規制・誘導の方針 

・ 幹線道路沿道など、無秩序な宅地開発が起きやすいエリアについて

は、都市計画区域の再編と併せて開発許可制度の活用により、それ

ぞれの地域にふさわしい開発を誘導します。 

・ 農地・集落地については、優良な農地の保全に努めつつ、地域コミ

ュニティの維持を図るために必要な整備を地域住民とともに推進

します。 
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２．交通体系の整備方針 

○交通体系の基本方針 

小城市の主要幹線道路は、広域的な拠点都市である佐賀市と接続する路線な

ど、東西方向が主要な軸になっていますが、市の中心拠点である JR 小城駅周

辺の市街地と、市南部の地域拠点である JR 牛津駅周辺の市街地をつなぐ南北

方向の路線が脆弱であるなど、地域間交流や連携を支える交通ネットワークの

確立が必要とされています。 

また、広域幹線道路である有明海沿岸道路や佐賀唐津道路（国道 203 号バ

イパス）の整備が進められていることから、これらを活かしたまちづくりも重

要です。 

そして、住民の高齢化が進むことや、環境負荷の少ない日常生活を推進する

必要性などから、公共交通の利用促進や安全な歩行者空間の確保が課題です。 

このような課題をふまえ、円滑な日常生活を支える交通体系を実現するため、

以下の方針に基づいて交通施設の整備を図ります。 

 

● 本市の一体性を強化する交通ネットワークの構築 

一体の都市としての骨格づくりと発展を支えることを目指して、市中心

部の中心性を高め、各拠点地区間の連携を強化するための交通ネットワー

クの構築を図ります。 

 

● 都市活動を支え都市間連携を強化する交通体系の確立 

本市の産業活動を支え、また日常生活の多くが密接に関係する佐賀市と

の連携を強化するため、広域幹線道路の整備を促進するとともに、相乗的

に整備効果を発揮する総合的な交通体系の確立を図ります。 

 

● 公共交通等の利便性の向上と利用促進 

移動手段である自家用車への過度な依存から、公共交通を含めた適切な

利用形態に移行するため、鉄道やバスの運行ルートの改善や連携を向上す

るとともに、交通結節拠点等の整備や拠点地区間のネットワークの構築を

行い、公共交通施設の利便性向上と利用促進を図ります。 

また、市街地や集落地などの生活エリアにおいて、歩行者や自転車、車

椅子等により安全に移動することができる空間づくりを進めます。 
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（１）道路整備の方針 

①広域幹線道路 

・ 長崎県や熊本県方面とのアクセスを向上する有明海沿岸道路の整

備を促進します。 

・ 佐賀市及び多久市・唐津市方面との都市間連携を強化する佐賀唐津

道路（国道 203 号バイパス）の整備を促進します。 

・ 福岡、長崎をはじめとした九州各県を結ぶ広域的な交通網である長

崎自動車道とのアクセスを向上するため、小城 PA のスマートイン

ターチェンジ化を推進します。 

 

②幹線道路 

・ 小城中心拠点と牛津地域拠点の連携を強化するため、県道小城牛津

線の機能強化を図ります。 

・ 県道小城牛津線のＪＲ小城駅前の計画区間の整備を推進し、安全な

歩行者空間の確保と歴史的な風格、にぎわいのある通りの形成を図

ります。 

・ 小城地区から芦刈地区に至る南北方向軸の形成に向けて、牛津市街

地部の通行がスムーズになされる方策を検討します。 

・ 牛津地域拠点と芦刈拠点間の連携を強化するため、県道牛津芦刈線

の整備を促進します。 

・ 牛津地域拠点と三日月拠点間の連携を強化し、さらに佐賀市との交

流強化を図るため、県道川上牛津線の整備を促進します。 

・ 芦刈地区と江北町との連携を強化する県道江北芦刈線の整備を促

進します。 

・ 小城 PA のスマートインターチェンジ化の実現と併せて、小城市中

心拠点とのアクセス道路の整備を進めます。 

・ 有明海沿岸道路、佐賀唐津道路（国道２０３号バイパス）のインタ

ーチェンジと各拠点地区とのアクセス道路の整備を推進します。 

・ 市道石木・西川線から三ヶ島・大和線の県道昇格による整備を促進

します。 

 

③ 地域道路 

・ 都市計画道路については、国・県・市道の整備計画等と調整を図り

ながら、必要に応じて整備を促進します。しかし、長期未着手の路

線については、佐賀県の方針に基づき計画の変更や廃止などの検討

を行います。 

・ 市街地・集落地などにおいて生活道路の整備が必要な地区について

は、地域住民との協働により安全な道路空間の確保を進めます。 
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（２）公共交通施設の整備方針 

① 鉄道 

・ JR 小城駅及び JR 牛津駅について、駅前広場、駐車場、駐輪場等

の機能充実など、まちの玄関口としての環境整備と交通結節機能の

強化を図ります。 

・ 駅南北の円滑な移動を確保する手法を鉄道事業者とともに検討し、

駅南北相互の利便性向上を図ります。 

・ 拠点形成に応じて、鉄道駅の新設を検討します。 

 

② バス・タクシー 

・ 路線バスが廃止された区間において、高齢者等の交通弱者の貴重な

移動手段を確保するため、巡回バスやコミュニティタクシーの維

持・充実を図ります。 

・ 高齢者等の交通弱者が日常生活の移動を容易にできるよう、主要公

共施設を回る巡回バスの維持・充実とともに、広域循環バスの導入

を図ります。 

・ 路線バス等については、便数や定時性の確保、住民サポーター制度

やモニター制度を活用した使いやすいバス停留所の整備など、利用

促進と利便性の向上を事業者とともに推進します。 

・ バスの運行のあり方やルートの見直しや既存交通機関との連携を

図り、わかりやすく安心して利用できるネットワーク構築を推進し

ます。 

 

 

（３）歩行者系道路の整備方針 

・ 幹線道路等における歩道や自転車歩行者道の設置、自転車道との区

分、バリアフリー化などにより、歩行者や車椅子利用者が安心して

通行できる安全な歩行者空間の整備を推進します。 

 

 




